
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 12,155 4,720 4,350 4,720

事業費

の内訳

令和3年度決算

「牧歌の像」「午前０時の会話」「あっちこっち」の補修・再設置：３，６３０千円

令和4年度予算

野外彫刻作品補修：４，０００千円

人工 0.1 0.1 0.1 0.1

人件費 720 720 720 720

事業費 11,435 4,000 3,630 4,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和5 年度

関連法令・条例・
要綱等

札幌市文化芸術基本条例

他都市の状況

各都市において補修経費を計上している。

実施結果

所管部局と協議の上、野外彫刻３作品の補修及び再設置を行った。

事業実施における
工夫点

なし

対象者 市民 開始 平成31 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

緊急的な対応が必要な野外彫刻作品について、優先的に補修を実施することにより周辺環境の安全を確保する。

長期

市所管の野外彫刻作品について、補修等の対応が必要な作品の優先度や進め方を庁内検討を経て決定する。

取組内容

市所管の野外彫刻作品について、安全性や作品の損傷度等の観点から特に緊急の対応が必要な作品につい
て、所管部局と協議の上で補修を進める。
①野外彫刻補修：「牧歌の像」「あっちこっち」「午前０時の会話」（所管部局へ予算委託のうえ実施）

011-211-2261

施策名
魅力あるまちづくりと観光振興の一体的推進

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 野外彫刻作品保全推進費

評価担当課
所属名 市）文化部　文化振興課

課長名 木戸　拓史 担当者名 平　将士、菅原　真二 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 38258



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
現状の予算内で適切に補修を進めているが、補修を要する野外彫刻は数多く残されているため、数年単位
での計画的な補修が必要である。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

引き続き各所管部局と調整を行い、予算委託により補修を進めていく。

予算
緊急度の高い彫刻について集中的に補修を行うため、予算規模を拡
充し実施していく。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

補修の優先度を適切に判断し、計画的に補修を行っていく。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

彫刻の維持管理を行っている各所管部局において業務発注を行うことが効率的であるため、予算
委託による事業実施が適切である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

倒壊の恐れがある彫刻を補修することにより、市民が安全に野外彫刻を鑑賞できる環境を整えて
いる。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

所管部局と調整の上、野外彫刻３点の補修・再設置を行った。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
B

現況調査により「要補修」とされている彫刻は多く残っているが、彫刻の補修内容によっては補修
費用が高額となることもあり、年に数体しか補修を行えないため、優先度の高い彫刻を見極め、
適切な予算の確保を行っていくことが必要である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 設定困難：補修事業であり、波及的な効果は見込めないため

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

3点

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 補修・移設等を実施した野外彫刻作品の数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

1点 3点 3点


